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第 29 図　SD1 溝跡出土遺物（４）

0 （１:３） 10 ㎝

0 （１:４） 10 ㎝
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第 30 図　SD1 溝跡出土遺物（５）
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第 31 図　SD1 溝跡出土遺物（６）

0 （１:３） 10 ㎝
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第 32 図　SD1 溝跡出土遺物（７）

0 （１:３） 10 ㎝
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図版 口径×底径×器高 写真
番号 （㎝） 図版
1 17 １層 土師器 坏 (10.4) × － × (2.5) 口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ ヘラミガキ（黒色処理） 外面刻線１条 11

11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
12
12
12
12
12
12
12
12
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
14
14
14
14

15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
16
16
16
16
16
16

16
16

16
16
16

2 14 検出面 土師器 坏 (11.5) × － × (3.6) 口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ
3 3 １層 土師器 坏 (14.4) × － × (4.5) 口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ
4 17 １層 土師器 坏 (15.1) × － × (3.5) 口縁部ヨコナデ 、沈線１条、体部ヘラケズリ ヘラミガキ（黒色処理）
5 30 検出面 土師器 坏 (13.0) × － × (3.3) 口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ ヘラミガキ（黒色処理）
6 9 検出面 土師器 坏 (14.4) × － × (3.8) 口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ ヘラミガキ（黒色処理）
7 17 １層 土師器 坏 (17.5) × － × (4.0) 口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ ヘラミガキ（黒色処理）
8 14 検出面 土師器 坏 － × － × (2.4) 口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ ヘラミガキ（黒色処理） 外面刻線２条
9 10 １層 土師器 高坏 － ×(18.8)× (3.5) ヨコナデ→ヘラナデ ヘラナデ 脚部
10 17 ２層 土師器 甕 15.9 × 8.4 × 27.8 口縁部ヨコナデ、沈線１条、胴部ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ
11 30 １層 土師器 甕 16.4 × － ×(29.6) 口縁部ハケメ→ヨコナデ、胴部ハケメ 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ
12 15 １層 土師器 甕 (15.7) × － ×(14.3) 口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ
13 15 １層 土師器 甕 － × 9.0 × (18.8) 胴部ヘラケズリ→ヘラミガキ 胴部ヘラナデ
14 37 ２層 土師器 甕 － × － ×(17.0) 胴部上半ハケメ･下半ヘラケズリ 胴部ヘラナデ
15 15 １層 土師器 甕 (20.0) × － ×(23.9) 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ→ヘラミガキ 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ
16 17 ２層 土師器 甕 (23.0) × 8.0 × (31.5) 口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ･ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ、体部ハケメ→ヘラナデ 底面ヘラケズリ
17 14 ２層 土師器 鉢 12.0 × 6.5 × 6.1 口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 底面木葉痕
18 10 １層 土師器 鉢 (10.0) × 5.4 × 9.1 ナデ 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 輪積痕
19 14 １層 土師器 小型甕 11.5 × 8.6 × 14.3 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 底面木葉痕
20 20 １層 土師器 小型甕 (11.8) × 8.5 × 12.7 口縁部ハケメ→ヨコナデ、胴部ハケメ 口縁部ヨコナデ→ヘラナデ、胴部ヘラナデ 底面ヘラケズリ
21 15 １層 土師器 小型甕 － × 8.3 × (11.4) 上半ヘラナデ、下半ヘラケズリ ヘラナデ 輪積痕
22 14 ２層 須恵器 坏 (12.4) × 8.0 × 3.1 口縁部ロクロ調整･沈線１条、体部回転ヘラケズリ ロクロ調整
23 14 ２層 須恵器 蓋 (15.6) × － × (3.5) ロクロ調整、天井部ヘラケズリ ロクロ調整、カエリ有り
24 3 ２層 須恵器 蓋 11.3 × － × 4.6 ロクロ調整、ボタン状ツマミ、沈線２条 ロクロ調整、 外面天井部溶解物付着
25 30 １層 須恵器 蓋 7.7 × － × 2.7 ロクロ調整、宝珠状ツマミ ロクロ調整、カエリ有り
26 17 １層 須恵器 蓋 9.6 × － × 2.0 ロクロ調整、天井部ヘラケズリ、宝珠状ツマミ ロクロ調整、カエリ有り
27 17 １層 須恵器 盤 (22.0) × － × 2.0 ロクロ調整、底部ヘラケズリ ロクロ調整
28 15 １層 須恵器 脚付盤 30.0 × 16.0 × 9.1 ロクロ調整、体部中央平行叩き目･下半回転ヘラケズリ ロクロ調整、体部下半ヘラナデ
29 15 １層 須恵器 平瓶 5.6 × － × 13.5 ロクロ調整、胴部下半～底部回転ヘラケズリ ロクロ調整 外面上半自然釉
30 14 検出面 須恵器 脚付短頸壺 (7.9)×(10.1)× 13.1 ロクロ調整、口縁沈線4～5条、胴部下半回転ヘラケズリ ロクロ調整
31 15･17 1･2層 須恵器 長頸瓶 (10.0) × － ×(21.9) ロクロ調整、胴部下半回転ヘラケズリ ロクロ調整、頸部ヘラナデ フラスコ形
32 30 １層 須恵器 高坏 － × － × (8.2) ロクロ調整 ロクロ調整 脚部
33 17 ２層 須恵器 高坏 － × － × (6.7) ロクロ調整 ロクロ調整 脚部
34 14 ２層 須恵器 甕 (28.0) × － × (8.3) 口縁ロクロ調整、頸部叩き目→ロクロ調整、胴部平行叩き目 口縁～頸部ロクロ調整、胴部青海波文
35 17 １層 須恵器 甕 (25.8) × － × (8.5) 口縁～頸部ロクロ調整、胴部平行叩き目 口縁～頸部ロクロ調整、胴部青海波文
36 14 １層 須恵器 横瓶 － × － × － 掻き目、平行叩き目 青海波文
37 14 １層 須恵器 甕 (27.0) × － × (7.2) 口縁～頸部ロクロ調整、胴部平行叩き目 口縁～頸部ロクロ調整、胴部青海波文
38 23 １層 須恵器 甕 － × － × － 胴部平行叩き目、 頸部ヘラナデ、胴部青海波文
39 14 ２層 須恵器 甕 － × － × － 平行叩き目 青海波文

種　別 器　種
登録 出土

層　位 備　考外　面　調　整 内　面　調　整
番号 地点
Ｃ-８
Ｃ-２
Ｃ-11
Ｃ-９
Ｃ-４
Ｃ-25
Ｃ-10
Ｃ-３
Ｃ-６
Ｃ-23
Ｃ-24
Ｃ-20
Ｃ-16
Ｃ-18
Ｃ-17
Ｃ-12
Ｃ-26
Ｃ-７
Ｃ-22
Ｃ-19
Ｃ-21
Ｅ-９
Ｅ-10
Ｅ-15
Ｅ-16
Ｅ-５
Ｅ-４
Ｅ-24
Ｅ-23
Ｅ-22
Ｅ-7･13
Ｅ-17
Ｅ-14
Ｅ-11
Ｅ-８
Ｅ-２
Ｅ-３
Ｅ-６
Ｅ-12

図版 長さ × 幅 × 厚さ 写真
番号 （㎝） 図版
40 Ｋａ-１ 4 １層 打製石器 石核 11.4 × 6.6 × 5.2 371 流紋岩 明瞭な打点不明、礫素材、自然面残す
41 Ｋａ-２ 17 １層 打製石器 剥片 5.6 × 5.0 × 2.4 48 流紋岩 剥片素材、自然面残す
42 Ｋｃ-13 23 検出面 礫石器 磨石 (9.3) × (6.4) × 4.4 180 凝灰岩 磨り１面、線状痕有り
43 Ｋｃ-２ 4 １層 礫石器 磨石 (6.8) × (7.6) × 2.6 175 凝灰岩 磨り１面、線状痕有り
44 Ｋｃ-３ 4 １層 礫石器 敲石 18.1 × 9.6 × 6.0 793 凝灰岩 磨り１箇所、敲き７箇所、線状痕有り
45 Ｋｃ-９ 10 検出面 礫石器 磨石 (8.7) × 7.4 × 3.1 105 凝灰岩 磨り１面、線状痕有り
46 Ｋｃ-４ 14 ２層 礫石器 敲石 14.3 × 9.0 × 4.4 837 安山岩 敲き１箇所（自然の窪みを利用）
47 Ｋｃ-５ 4 ３層 礫石器 磨石 11.8 ×11.1 × 4.9 498 凝灰岩 線状痕有り
48 Ｋｃ-15 20 検出面 礫石器 磨石 11.5 × 9.8 × 5.6 727 安山岩 磨り１面、線状痕有り
49 Ｋｃ-11 23 検出面 礫石器 磨石 (9.6) × 8.7 × 3.6 235 安山岩 磨り２面
50 Ｋｃ-12 23 検出面 礫石器 磨･敲石 (8.3) × 6.4 × 5.1 229 安山岩 磨り１面、敲き１箇所
51 Ｋｄ-６ 4 ４層 礫石器 磨･敲石 10.5 × 3.7 × 2.8 95 凝灰岩 磨り２面、敲き２箇所
52 Ｋｃ-６ 4 ４層 礫石器 磨･敲石 16.1 × 6.7 × 5.2 526 凝灰岩 磨り２面、敲き１箇所
53 Ｋｄ-１ 14 検出面 礫石器 敲石 8.4 × 5.3 × 2.1 80 凝灰岩 敲き１箇所
54 Ｋｃ-８ 29 １層 礫石器 磨石 (8.0) × 9.1 × 2.8 180 凝灰岩 磨り１面、線状痕有り
55 Ｋｄ-４ 17 ２層 礫石器 磨石 7.1 × 4.7 × 1.0 50 凝灰岩 線状痕有り
56 Ｋｄ-５ 14 ２層 礫石器 磨石 9.3 × 7.8 × 1.6 110 凝灰岩 磨り１面
57 Ｋｄ-７ 30 １層 礫石器 磨石 9.1 × 6.0 × 0.9 68 粘板岩 磨り１面
58 Ｋｃ-14 23 検出面 礫石器 磨石 (11.9) × (7.3) × 3.7 204 凝灰岩 磨り１面、線状痕有り

重　量(g) 石　材 備　　　　考種　別 器　種登録番号 出土地点 層　位

図版 長さ × 幅 × 厚さ 写真
番号 （㎝） 図版

59 Ｇ-１ 12 検出面 瓦 平瓦 (11.4)× (8.6) × 2.8 凸面：縄目叩き、ヘラナデ　　凹面：布目痕、ヘラケズリ、桶巻き痕
60 Ｐ-５ 24 １層 土製品 とりべ － × － × (5.5) 外面：上半ヨコナデ、下半ヘラケズリ　　内面：溶解物付着

備　考器　種 特　　　　徴登録番号 出土地点 層　位 種　別

図版 長さ × 幅 × 厚さ 写真
番号 （㎝） 図版

61 Ｎ-16 15 検出面 金属製品 釘 (6.0) × (0.6) × (0.7)
62 Ｎ-19 4 １層 金属製品 釘 (2.8) × 0.6 × 0.7
63 Ｎ-17 14 検出面 金属製品 環状製品 (4.2) × 1.4 × 0.7

横断面：方形
横断面：方形

備　考種　別 器　種登録番号 出土地点 層　位 特　　　　徴

SD１溝跡出土遺物観察表
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図版 長さ × 幅 × 厚さ 写真
番号 （㎝） 図版

1 Ｋｃ-10 14 １層 礫石器 磨石 11.4 × (6.7) × 6.0 270 凝灰岩 16磨り１面、線状痕有り

重　量(g) 石　材 備　　　　考登録番号 層　位 種　別 器　種出土地点

図版 口径×底径×器高 写真
番号 （㎝） 図版
1 29 １層 須恵器 蓋 － × － × (2.1) ロクロ調整、天井部回転ヘラケズリ ロクロ調整、天井部ヘラナデ 盤の可能性有り 16

162 29 検出面 須恵器 甕 (19.4)× － × (7.3) ロクロ調整 ロクロ調整、一部ヘラナデ

種　別 器　種 内　面　調　整外　面　調　整 備　考
登録 出土

層　位番号 地点
Ｅ-18･19
Ｅ-20

図版 口径×底径×器高 写真
番号 （㎝） 図版
1 23 １層 土師器 坏 (16.0)× － × (8.5) 口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ 16

外　面　調　整 内　面　調　整器　種 備　考登録 出土 層　位 種　別

Ｃ-15
地点番号

図版 長さ × 幅 × 厚さ 写真
番号 （㎝） 図版

2 Ｐ-６ 46 １層 土製品 土錘 (3.6)× 1.4 × 0.6 孔径0.5㎝、ナデ調整 16

器　種 特　　　　徴 備　考登録番号 出土地点 層　位 種　別

第 33 図　SD２溝跡出土遺物

第 34 図　SD５溝跡出土遺物

第 35 図　SD６溝跡出土遺物

0 （１:３） 10 ㎝

0 （１:３） 10 ㎝

0 （１:３） 10 ㎝
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2

1

2
1
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遺構名 層 位 土　色 土　性
1 5Y3/1 オリーブ黒色 シルト
2 5Y2/1 黒色 シルト
3 5Y2/1 黒色 粘土質シルト
4 2.5Y2/1 黒色 粘土質シルト
5 2.5Y2/1 黒色 粘土質シルト
1 5Y3/1 オリーブ黒色 シルト
2 5Y3/2 オリーブ黒色 シルト
3 10YR3/1 黒褐色 粘土
4 10YR3/2 黒褐色 粘土
5 10YR2/1 黒色 粘土
6 10YR2/2 黒褐色 粘土

10YR5/1 褐灰色土ブロックを含む。

SE２

10YR4/1 褐灰色土ブロックを含む。
5YR3/2 暗赤褐色土ブロックを含む。

粘性強い。

SE１

備　　　考
5Y5/3 灰オリーブ色土ブロックを多量含む。酸化鉄を少量含む。
5Y4/1 灰色土ブロックを両側に多量含む。酸化鉄を少量含む。

5Y6/2 灰オリーブ色土ブロックを全体に多量含む。西側に5Y4/1 灰色土ブロックを多量含む。
5Y6/1 灰色土ブロックを全体に少量含む。径10cm程の礫を含む。

遺構名 層 位 土　色 土　性
SX１ 1 5Y3/1　  オリーブ黒色 シルト
SX２ 1 5Y3/1　  オリーブ黒色 シルト 10YR4/2 灰黄褐色土ブロック・酸化鉄を含む。底面に凹凸有り。

備　　　考
10YR4/2 灰黄褐色土ブロック・酸化鉄を含む。底面に凹凸有り。

備　考
長軸 短軸 深さ

SX1 19・20・22・23 SD2に切られ、SD1、SE2、SX2を切る。 不整楕円形 不整形 258 88 15
SX2 20・23 SD2、SX1に切られる。 不整楕円形 不整形 328 81 13

断 面 形
規　模(cm)

遺 構 名 グリッド 重　複　関　係 平 面 形

備　考
長軸 短軸 深さ

SE1 22 SD4を切る。 不整楕円形 逆台形 126 106 124
SE2 19・20 SX1・2に切られ、SD1を切る。 楕円形 逆台形 203 155 93

規　模(cm)
断 面 形平 面 形遺 構 名 グリッド 重　複　関　係

第 36 図　SE １・２井戸跡平面・土層断面図

第 37 図　SX １・２性格不明遺構平面・土層断面図



第Ⅶ章　自然科学分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社 古環境研究所

Ⅰ．郡山遺跡（２丁目地区）におけるプラント・オパール分析
１．はじめに
　植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO ２）が蓄積したものであり、植物が枯れたあと

も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生・古環境の推定などに応用されている（杉山，2000）。また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や

探査も可能である（藤原・杉山，1984）。ここでは、郡山遺跡（２丁目地区）における稲作の可能性について、プ

ラント・オパール分析から検討を行う。

２．試料
　試料は、第１トレンチの北壁において、上位よりオリーブ黒色粘土質シルト（Ⅰ層）、暗緑灰色粘土質シルト（Ⅱ

a層）、黄灰色粘土質シルト（Ⅲａ層）、黒褐色粘土質シルト（Ⅳ層）、褐灰色粘土質シルト（Ⅴ層）、灰黄褐色砂質

シルト（Ⅵ層）の６点である。このうち、Ⅲａ層とⅣ層については水田土壌の可能性が考えられている。

３．分析法
　プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）をもとに、次の手順で行った。

（１）試料を 105℃で 24時間乾燥（絶乾）、（２）試料約１gに直径約 40μmのガラスビーズを約 0.02g 添加（電

子分析天秤により 0.1mg の精度で秤量）、（３）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理、（４）超音

波水中照射（300W・42KHz・10 分間）による分散、（５）沈底法による 20μm以下の微粒子除去、（６）封入剤（オ

イキット）中に分散してプレパラート作成、（７）検鏡・計数。

　検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞（葉身にのみ形成される）に由来するプラント・オパールを同定の対象と

し、400 倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400 以上になるまで行った。これはほぼプレ

パラート１枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料１ｇ中のプラント・オパール個数（試料１ｇあたり

のガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める）に換算して

示した。おもな分類群については、この値に試料の仮比重（1.0 と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１

個あたりの植物体乾重，単位：10－５g）を乗じて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。イ

ネ（赤米）の換算係数は 2.94（種実重は 1.03）、ヨシ属（ヨシ）は 6.31、ススキ属（ススキ）は 1.24、ネザサ節

は 0.48 およびクマザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は 0.75 である。

４．結果
　分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科（ネザサ節型、クマザサ属型、

その他）および未分類である。これらの分類群について定量を行い、その結果を表１、第 38図に示した。主要な

分類群については顕微鏡写真（写真１）を示す。

５．考察
　当該調査区では、Ⅰ層とⅡ a層でイネのプラント・オパールが検出された。したがって、これらの層において稲

作が行われていた可能性が考えられる。このうち、Ⅰ層ではプラント・オパール密度がそれぞれ6,800個 /gであり、

稲作跡の検証や探査を行う際の基準値である 3,000 個 /g を大きく上まわっている。このことから、Ⅰ層について

は耕作層であった可能性が極めて高いと判断される。なお、Ⅱ a層ではプラント・オパール密度が 1,200 個 /g と

やや低い値であることから、あるいは上層から後代のプラント・オパールが混入した危険性も否定できない。
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　イネ以外の分類群では、ヨシ属がⅠ層とⅢ層で、ススキ属型がⅠ層～Ⅳ層で、ネザサ節型とクマザサ属型がすべ

ての層で検出された。このうち、Ⅱ a層～Ⅳ層にかけてはネザサ節型が優勢であり、Ⅲａ層ではクマザサ属型やヨ

シ属も比較的多い。こうしたことから、Ⅰ層～Ⅵ層の堆積当時は調査地点一帯は比較的乾いた環境であり、Ⅱ a層

～Ⅳ層の時期は周辺にネザサ節が多く生育しており、Ⅲａ層ではススキ属やクマザサ属も多かったと推定される。

なお、Ⅰ層とⅢ a層では近辺に湿地的なところもみられたと推定される。

６．まとめ
　郡山遺跡（２丁目地区）第１トレンチにおいてプラント・オパール分析を行い、稲作跡の可能性について検討し

た。その結果、水田耕作層の可能性が認められたのはⅠ層のみであった。なお、水田土壌の可能性が考えられてい

たⅢａ層とⅣ層については、稲作の痕跡は認められなかった。

　文献　

杉山真二（1987）タケ亜科植物の機動細胞珪酸体．富士竹類植物園報告，第 31号，p.70-83．

杉山真二（2000）植物珪酸体（プラント・オパール）．考古学と植物学．同成社，p.189-213．

藤原宏志（1976）プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1) －数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法－．

考古学と自然科学，9，p.15-29．

藤原宏志・杉山真二（1984）プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5) －プラント・オパール分析による水田

址の探査－．考古学と自然科学，17，p.73-85．

46

表１　仙台市、郡山遺跡（２丁目地区）のプラント・オパール分析結果
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50μm

イネ イネ

ヨシ属 ネザサ節型

クマザサ属型 ススキ属型

第 38 図　（図１）郡山遺跡（２丁目地区）におけるプラント・オパール分析結果

写真１　プラントオパールの顕微鏡写真



Ⅱ．郡山遺跡（２丁目地区）における花粉分析
１．はじめに
  花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象として比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺跡調査に

おいては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。なお、乾燥的な環境下の堆積物

では、花粉などの植物遺体が分解されて残存していない場合もある。

２．試料
　試料は、第９トレンチ東壁より採取された堆積物10点である。堆積物は、上位からオリーブ黒色シルト（Ⅰ c層）、

黒色粘土質シルト（Ⅰ d層）、暗灰色粘土質シルト（Ⅱ a層）、暗灰色粘土質シルト（Ⅱ b層）、灰黄色粘土質シル

ト（Ⅱ c層）、灰黄褐色粘土質シルト（Ⅲ層）、褐灰色粘土質シルト（Ⅳ層）、黄灰色砂質シルト（Ⅴ a層）、暗灰色

粘土質シルト（Ⅵ層）、灰色粘土質シルト（Ⅶ層）である。

３．方法
　花粉粒の分離抽出は、基本的には中村（1973）を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して行った。

（１）５％水酸化カリウム溶液を加え 15分間湯煎する。

（２）水洗した後、0.5㎜の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

（３）25％フッ化水素酸溶液を加えて 30分放置する。

（４）水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン氏液を加え１

分　間湯煎）を施す。

（５）再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

（６）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

　以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分離（1500rpm、２分間）の後、上澄みを捨てるという操作を３

回繰り返して行った。

　検鏡はプレパラート作製後直ちに生物顕微鏡によって 300 ～ 1000 倍で行った。花粉の同定は、島倉（1973）

および中村（1980）をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科亜科、

属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。なお、

科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群とした。イネ属に関しては、

中村（1974、1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類している

が、個体変化や類似種があることからイネ属型とする。

４．結果
（１）分類群

　出現した分類群は、樹木花粉 21、樹木花粉と草本花粉を含むもの２、草本花粉３、シダ植物胞子２形態の計 28

である。これらの学名と和名および粒数を表２に示し、花粉数が 100 個以上計数できた試料は、花粉総数を基数

とする花粉ダイアグラムを第 39図（図２）に示す。なお、主要な分類群は写真２に示した。

　以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

　モミ属、トウヒ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、ヤナギ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ク

マシデ属－アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属－ケヤキ、セン

ダン属、モチノキ属、カエデ属、ニワトコ属－ガマズミ属、スイカズラ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

　クワ科－イラクサ科、ウコギ科
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〔草本花粉〕

　イネ科、セリ亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

　単条溝胞子、三条溝胞子

（２）花粉群集の特徴

　全体的に花粉の密度が低いなか、３層のみ 100 個以上を計数できた。Ⅲ層では草本花に比べ粉樹木花粉の占め

る割合が高い。樹木花粉のハンノキ属が優占し、ブナ属が伴われる。また、コナラ属コナラ亜属、クリ、マツ属複

維管束亜属などが検出される。草本花粉は非常に少なく、イネ科、セリ亜科、ヨモギ属が出現する。

５．花粉分析から推定される植生と環境
　第９トレンチ東壁の堆積物はいずれも花粉密度が非常に低い。このことから、各層とも花粉などの分解されやす

い乾湿を繰り返す堆積環境であったことが考えられる。なお、Ⅲ層では堆積地周辺にハンノキ属が分布していたと

推定される。生態上からみて、ハンノキ属は湿地性のハンノキとみなされ、ハンノキ林の分布が考えられる。また、

周辺地域はブナ属を主にコナラ属コナラ亜属、クリなどを構成要素とする冷温帯性落葉広葉樹林の分布する森林植

生であったと考えられる。草本は少なく、シダ植物やイネ科、セリ亜科、ヨモギ属などが周辺に生育していたと推

定される。

６．まとめ
　郡山遺跡（２丁目地区）第９トレンチにおいて花粉分析を行った。その結果、花粉密度が非常に低いことから、

花粉などの分解されやすい乾湿を繰り返す堆積環境であったことが推定された。３層の時期は周囲にハンノキの湿

地林が分布し、周辺地域の森林は、ブナ属を主とする冷温帯性落葉広葉樹林が分布していたと推定された。

　参考文献

中村純（1973）花粉分析．古今書院，p.82-110．

金原正明（1993）花粉分析法による古環境復原．新版古代の日本．第 10巻．古代資料研究の方法，角川書店，p.24

　8-262．

島倉巳三郎（1973）日本植物の花粉形態．大阪市立自然科学博物館収蔵目録第 5集，60p．

中村純（1980）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館収蔵目録第 13集，91p.

中村純（1974）イネ科花粉について、とくにイネ（Oryza sativa）を中心として．第四紀研究，13，p.187-193．

中村純（1977）稲作とイネ花粉．考古学と自然科学，第 10号，p.21-30．

49



50

第 39 図　（図２）郡山遺跡、第９トレンチ東壁における花粉ダイアグラム

表２　郡山遺跡における花粉分析結果
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10μm

１　ツガ属

４　スギ

９　カエデ属 10　ウコギ科 11　イネ科 12　セリ亜科 13　シダ植物単条溝胞子

５　ハンノキ属 ６　ブナ属 ７　コナラ属
　　コナラ亜属

８　モチノキ属

２　マツ属複維管束亜属 ３　ヤナギ属

写真２　花粉・胞子の顕微鏡写真



第Ⅷ章　出土遺物と検出遺構について

１．出土遺物について
　今回の調査で出土した遺物は、収納平箱で 23箱分であるが、図化できたものは非常に少ない。種別的には、縄

文土器・弥生土器・土師器・須恵器・瓦・石器・金属製品・土製品などである。中でも官衙の時期にあたる土師器・

須恵器が主体を占める。

　ここでは、これらのうち図示できた土師器と須恵器について、これまでに出土した郡山遺跡の遺物及び他遺跡の

ものと比較検討しながら、年代的な位置付けをしていきたい。

（１）土師器

　出土した土師器はいずれも製作にロクロを使用していないもので、器種には坏・甕・小型甕・高坏・鉢などがみ

られる。ＳＤ６溝跡と４トレンチから１点ずつの出土以外は、ＳＤ１溝跡の検出面及び堆積土からの出土である。

これらは器種やそれぞれの特徴から、以下のように分類される（第 40図）。

＜坏＞

Ⅰ類：内面がヘラミガキ調整で黒色処理が施されるものである。器形や調整等の特徴からさらに細分される。

Ａ：外面の口縁部と体部の境に明瞭な段を有し、口縁部が直線的に外傾するもので、対応する内面にも段や稜を

有する。さらに、１．段の位置が上位にあるもの（Ｃ－８）、２．段の位置が中位にあるもの（Ｃ－ 15）、３．

段の位置が下位にあるもの（Ｃ－ 25）に分けられる。段の位置により口縁部の幅や傾きに違いがみられる。

いずれも外面の口縁部はヨコナデ・体部はヘラケズリ調整で、内面はヘラミガキ調整で黒色処理が施され、

底部は概ね丸底に近いものである。２類（Ｃ－ 15）は比較的大型の部類に入るものであるが、器面調整は

概ね共通の特徴を有する。

Ｂ：外面の口縁部と体部の境に稜を有し、体部から口縁部にかけて直線的に外傾するものである。さらに、１．

稜の位置が上位にあるもの（Ｃ－４・９）、２．稜の位置が中位にあるもの（Ｃ－ 10）に分けられる。外面

の口縁部はヨコナデ・体部はヘラケズリ調整で、内面はヘラミガキ調整で黒色処理が施される。１類（Ｃ－

４・９）は口縁部の中ほどに１条の沈線を有する。２類は体部から口縁にかけて大きく外傾するもので、高

坏の坏身の可能性がある。

Ⅱ類：段や稜をもたず、体部から口縁部にかけて内湾ぎみに立ち上がるもの（Ｃ－ 14）である。内・外面ともに

丁寧なヘラミガキ調整と黒色処理が施され、器形は半球状を呈するものとみられる。

Ⅲ類：幅の狭い屈曲する口縁部を有するもの（Ｃ－２・11）である。外面の口縁部はヨコナデ・体部はヘラケズ

リ調整で、内面はヘラナデ調整されるものである。器面は赤褐色を呈し、胎土は薄手で焼き締まりがよく、

半球状の器形になるものとみられる。

＜甕＞

Ⅰ類：長胴形のもので、Ａ．口縁部と体部の境を沈線で区画し、口縁部が外反ぎみになるもの（Ｃ－ 17）と、Ｂ．

口縁部と体部の境にくびれがなく、緩く外傾するもの（Ｃ－ 12）がある。Ａ類は外面の口縁部がヨコナデ・

体部はヘラケズリ調整が主体で若干ヘラミガキがみられる。内面の口縁部はヨコナデ、体部はヘラナデ調整

である。器形は体部の張りが弱く、最大径は口縁部にある。Ｂ類は外面の口縁部がヨコナデ・体部は上半が

ハケメ・下半がヘラケズリ調整である。内面は口縁部がヨコナデ、体部はハケメとヘラナデ調整である。最

大径は口縁部と体部が同じくらいで、体部の張りも弱い。

Ⅱ類：球胴形のもので、Ａ．体部の外面調整がハケメのもの（Ｃ－ 20・24）、Ｂ．体部の外面調整がヘラケズリ

のもの（Ｃ－ 23）、Ｃ．体部の外面調整が主にヘラミガキのもの（Ｃ－ 16）に分けられる。Ａ類は体部の
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外面調整がハケメ主体のもので、最大径は体部のほぼ中位にある。外面の口縁部と体部の境に段を有し、口

縁部はヨコナデ調整で緩く外傾する。内面の調整は口縁部がヨコナデ、体部はヘラナデである。Ｂ類は体部

の外面調整がヘラケズリ主体のもので、最大径は体部の中位より若干下にある下膨れの甕である。口縁部は

緩く外傾し、内外面ともにヨコナデ調整で、内面の体部調整はヘラナデである。Ｃ類は口縁部から体部上半

を欠損するが、最大径は体部の中位とみられ、ほぼ球形に近いものである。外面はヘラミガキ調整が主体で、

内面はヘラナデである。

＜小型甕＞

Ⅰ類：口縁部と体部の境にくびれを有するもの（Ｃ－ 19）で、外面の口縁部はヨコナデ・体部はハケメ、内面の

調整は口縁部がヨコナデ、体部はヘラナデである。口縁部は緩く外傾し、最大径は体部中位にある。底面は

ヘラケズリ調整である。
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（C-7）（C-25）

（C-21）（C-19）

（C-6）

（C-16）

（C-14）
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Ⅱ類：口縁部と体部の境にくびれのないもので、口縁部にかけて内傾または内湾するものである。さらに、Ａ．体

部最大径が下半にある下膨れのもの（Ｃ－ 21）と、Ｂ．体部最大径が中位にあり、球形のもの（Ｃ－ 22）

に分けられる。ともに、外面調整は口縁部がヨコナデ・体部はヘラケズリで、内面はヘラナデ調整である。

＜高坏＞　

　脚部の破片で、坏部の形状は不明である。上方に段を有し、裾部は強く外反ぎみになるもの（Ｃ－６）である。

内外面ともヘラナデ調整で、円筒形であるが透かし孔の有無は不明である。

＜鉢＞

Ⅰ類：口縁部と体部の境にくびれはなく、全体が緩く外傾するもの（Ｃ－ 26）である。外面調整は口縁部がヨコ

ナデ・体部はハケメで、内面はヘラナデである。全体は甕の底部のような造りである。

Ⅱ類：体部から口縁部にかけて全体が内湾ぎみのもの（Ｃ－７）で、器面に輪積痕を明瞭に残す。口縁部と体部の

区別はなく、外面調整はナデのようで、内面はヘラナデ調整である。

（２）須恵器

　器種には、坏・蓋・甕・平瓶・脚付短頸壺・高坏・盤・脚付盤・フラスコ形長頸瓶などがみられる。土師器と同

様にほとんどの遺物は、ＳＤ１溝跡の検出面及び上層面からの出土である。これらは器種や特徴から、以下のよう

に分類される（第 41図）。

＜坏＞

　１点（Ｅ－９）出土しており、体部中位に沈線状の段を有し、口縁部が直立ぎみになるものである。底部の切り

離しは不明であるが、ロクロ成形後体部から底部にかけて回転ヘラケズリ調整が施されている。

＜蓋＞

Ⅰ類：内面にカエリをもつもので、Ａ．径 10㎝以下の小型のものと、Ｂ．径 15㎝以上の大型のものがある。Ａ類

は宝珠状のツマミを有し、さらに、１．外面天井部が傾斜するもの（Ｅ－ 16）と、２．外面天井部が水平

なもの（Ｅ－５）に分けられる。１類はロクロ調整のみであるが、２類は水平な外面天井部から肩部にかけ

てヘラケズリ調整が施されている。Ｂ類の大型のもの（Ｅ－ 10）は、傾斜する天井部にヘラケズリ調整は

施されるが、ツマミの有無は不明である。

Ⅱ類：１点（E－ 15）出土しており、内面にカエリのないもので、中央がくぼむボタン状のツマミを有するもの

である。ロクロ調整によるもので、体部の中位に２条の沈線状の段を有する。小径の割には器高があり、口

縁部は緩やかに外傾する。ツマミ部から天井部にかけて、焼成時の溶解物が付着している。

＜甕＞

Ⅰ類：口径 13㎝以下の小型のもの（Ｅ－１）で、口縁端部の下端を引き出し突帯状に成形している。外面頸部に

は文様をもたず、体部は平行叩き目・内面は同心円のアテ具痕を残す。

Ⅱ類：口径 19～ 28㎝の中型のもの（Ｅ－ 11）で、口縁端部の下端を引き出し成形している。外面頸部には文様

をもたず、体部に平行叩き目、内面には同心円のアテ具痕を有する。また、頸部にも若干平行叩き目がみら

れる。

＜平瓶＞

　１点（Ｅ－ 23）出土しており、体部上半にやや角張った稜を有するが、天井部は丸みを帯びる。外面の口縁か

ら体部の中位及び内面の口頸部に自然釉がみられる。底部はロクロ成形後、回転ヘラケズリ調整が施される。

＜脚付短頸壺＞

　１点（Ｅ－ 22）出土しており、口縁部は直立ぎみで頸部にかけて４～５条の沈線がみられる。体部はやや角張っ

た器形をしており、脚部は緩やかに大きく外傾する。体部下半は回転ヘラケズリ調整がみられ、他はロクロ調整で

54



ある。しっかりした還元炎焼成ではなく、器面全体が赤褐色を呈する。

＜高坏＞

　２点（Ｅ－ 14・17）出土しているが、ともに円筒状のロクロ成形で、坏部と脚の裾部を欠損している。

＜盤＞

　１点（Ｅ－ 4）出土しており、器高が低い扁平なものである。口唇部は平坦に作られ、体部から口縁部にかけて

緩く外傾するもので、外面底部はヘラケズリ調整、口縁部と内面はロクロ調整である。

＜脚付盤＞

　１点（Ｅ－ 24）出土している。口唇部は平坦に作られ、底部から口縁にかけて緩く大きく外傾する。脚部は緩

く外反し、裾部で段を有する。全体はロクロ成形であるが、外面の体部下半はかすかに平行叩き目がみられ、底部

にかけては回転ヘラケズリ調整が施される。内面の底部はヘラナデ調整である。

＜フラスコ形長頸瓶＞

　１点（Ｅ－７）出土している。口縁部は緩く外反し、下端に軽い段を有する。頸部の中ほどに２条の沈線を施し、

器面はロクロ調整である。体部はロクロ成形後、底部に回転ヘラケズリ調整が施される。
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（３）出土土器の年代について

＜土師器＞

　坏は、器形や調整痕等の特徴から３類に分けられる。坏Ⅰ類としたものは、外面に段や稜を有し、内面が黒色処

理されるもので、これらの特徴からみると郡山遺跡坏Ａ類（仙台市 2005a）の中に含まれる。坏Ⅱ類としたもの

は外面に段や稜をもたず、口縁部から体部は内湾ぎみに立ち上がる。内外面ヘラミガキ調整と黒色処理が施され、

半球状を呈する。このような器形・調整を有する坏は、Ⅰ期官衙の内部区画のＳＡ 225 に先行するＳＡ 276 や、

Ⅰ期官衙以前の竪穴住居跡、Ⅱ期官衙のＳＤ 35溝跡からも出土している。この中でもⅡ期官衙のＳＤ 35溝跡出

土の坏ＡⅣ類（Ｃ－ 484）としたものに最も類似する。坏Ⅰ・Ⅱ類は東北地方南部の土師器編年（氏家 1957）と

比較すると、古墳時代後半の栗囲式の中で概ね捉えられるものである。郡山遺跡では、ＳＤ 35外郭大溝１層出土

土器群（仙台市 2005a）に７世紀末から８世紀初頭の年代が与えられており、本遺跡出土のものも特徴などから

同年代と考えられる。坏Ⅲ類は、いわゆる関東系土師器と呼ばれるもので、幅狭の屈曲する口縁部で半球状の器

形を呈し、内面はヘラナデ調整される。郡山遺跡坏Ｂ類に含まれるもので、ＳＩ 79・ＳＤ 35から出土している。

郡山遺跡ではⅠ期官衙の古い時期の遺構からは出土しておらず、Ⅰ期官衙が機能していたある時期から入り始めた

ものとしている。また、大和町一里塚遺跡（三好 1999）の坏Ｂ１類や名取市清水遺跡（丹羽 1981）第Ⅴ群土器

にも類例をみることができる。一里塚遺跡では７世紀後半代の中で考えられており、清水遺跡では関東地方との検

討で、栗囲式の中でも新しい段階のものと理解されている。

　甕は、器形から長胴形のもの（Ⅰ類）と球胴形のもの（Ⅱ類）に分けられる。甕ⅠＡ類は口縁部と体部の境を沈

線で区画し、口縁部が外反ぎみになるもので、体部はヘラケズリ調整が主体である。これらの特徴からみると郡

山遺跡甕ＡⅡ１類に相当するものであるが、沈線による区画がないなど若干の相違はみられる。甕ⅠＢ類は口縁部

と体部の境に明瞭な区別はなく、口縁部は緩く外傾し、体部上半はハケメ・下半はヘラケズリ調整である。器形か

らみると郡山遺跡甕ＡⅣ類に近いが、調整痕などに若干の違いがある。むしろ方四町Ⅱ期官衙内のＳＥ 429 井戸

跡から大量出土した甕類の中に類似するものがみられる。甕Ⅱ類は体部中位に強い張りを有する球胴形のもので、

体部の調整は３種がみられる。ハケメ調整を主体とする甕ⅡＡ類は、Ⅱ期官衙・１号住居跡出土の甕（Ｃ -79-12）

に最も類似しており、他に清水遺跡の第Ⅳ～Ⅴ群土器の中にも近いものがみられる。郡山遺跡と比較すると甕ＢⅠ

１類としたものに最も近いが、ずんぐりした器形のものが多いのに対して、本類はやや長胴ぎみであるという違い

はみられる。ヘラケズリ調整を主体とする甕ⅡＢ類は、郡山遺跡甕ＢⅡ類に相当するもので、頸部のくびれや下膨

れの器形などはＳＩ 1389 出土の甕（Ｃ－ 720）に近似するが体部の調整痕に違いはみられる。ヘラミガキを主体

とする甕ⅡＣ類は、体部全体が丁寧なヘラミガキによる器面調整で、これに近似するものは郡山遺跡ではみられな

い。Ⅱ期官衙のＳＥ 429 から多量に出土した甕の中にも球形に近いものはあるが、体部の調整はハケメが主体で

ある。ハケメ調整を主体とする甕は、東北地方で一般的にみられる土師器の特徴を示すものである。しかし、甕Ⅰ

Ａ・ⅡＢ類のように器形に違いはあるものの、体部外面にヘラケズリ調整が多用されるものについては、関東系土

器と呼ばれる坏Ⅲ類と同様に関東地方との関連も視野に入れて考える必要があろう。

　小型甕は、いずれも郡山遺跡小型甕Ⅰ・Ⅱ類の中に含まれる。Ⅱ類の頸部がなくヘラケズリ調整のものと類似す

るものは、郡山遺跡ＳＢ 597（Ｃ－ 551）から出土しており、関東地方南部に類似するものが見出せるとしている。

これも坏Ⅲ類、甕ⅠＡ・ⅡＢ類と同じく考える必要があろう。

　高坏の脚部は窓の有無は不明で、Ⅱ期官衙外郭大溝ＳＤ 35出土のものに類似するが、若干の違いはある。また、

外面に段を有するものはＳＤ 552（Ｃ－ 540）から出土しているが、裾部の開き具合に違いがみられる。

　鉢は、Ⅰ類としたものは郡山遺跡ＳＩ 290（Ｃ－ 202）出土のものや、清水遺跡第 64号住居跡出土のものに類

似する。また、Ⅱ類としたものは郡山遺跡ではみられず、清水遺跡第 20号住居跡から出土したものに類似する。
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＜須恵器＞

　坏は、体部中位に沈線状の段を有し、口縁部は器壁が薄く直立ぎみになるものである。特徴からみると、郡山遺

跡の坏Ⅰ１ａ類に相当するものとみられるが、口縁の立ち上がりや体部の沈線状の段などに若干の相違はみられる。

他の遺跡をみてみると一里塚遺跡ＳＤ 33溝跡出土の坏ＡⅢ類に最も近似し、清水遺跡第Ⅴ群土器の中にも類例が

みられる。いずれも７世紀後半代から８世紀初頭の年代が与えられており、本類もその中で収まるものと考える。

　蓋は、内面にカエリをもつもの（Ⅰ類）とカエリのないもの（Ⅱ類）に分けられる。蓋Ⅰ類はⅠ期官衙の遺構か

らの出土が多く、宝珠状ツマミで天井部が傾斜する蓋ⅠＡ１類は郡山遺跡蓋Ⅰ１ａ類に相当する。また、宝珠状ツ

マミで天井部が水平になる蓋ⅠＡ２類は、郡山遺跡蓋Ⅰ１ｂｉ類に近似するがツマミの形状に若干の違いがみられ

る。蓋ⅡＡ類は、内面にカエリをもたずボタン状のツマミを有するもので、郡山遺跡蓋Ⅱ２類に類似する。郡山遺

跡のものは体部に段を有するもので、裾部は直線的に外傾する。一方本類のものは、天井部から緩やかに外傾する

もので、体部中位に２条の沈線を有するなどの相違点がみられる。他の遺跡をみると、ツマミはないが２条の沈線

を有し器形が非常に酷似したものが、仙台市南小泉遺跡第４次調査（仙台市 1978）の第 16 号住居跡から出土し

ている。しかし、共伴土器から５世紀後半のものとしており、年代的にもかなり隔たりがある。また、体部に沈線

はみられないがツマミや器形が近似するものが、多賀城市山王遺跡（佐藤他 1997）のＳＩ 491 住居跡からも出土

している。ＴＫ 43型式に類似するものとし、７世紀前半頃に位置づけているが、本類は共伴関係から７世紀後半

代のものと考えられる。

　甕は、口径 13 ～ 28㎝の小型・中型のもので、頸部には文様をもたない。全体の器形を知りえるものはなく、

口縁から頸部はロクロ調整で、体部外面は叩き目・内面には同心円のアテ具痕がみられる。郡山遺跡の甕Ⅰ２類に

相当するものである。

　平瓶は、全体に丸みを呈するが、体部上半にやや角張った稜を有する器形である。また、口縁部内面に１条の沈

線を有する。郡山遺跡でみると、平瓶Ⅰ類に相当するもの（Ⅰ期官衙ＳＫ 489・Ｅ－ 225）で、口縁部の大きさ

や器形等に若干の相違はみられる。また、ＳＩ 805 住居跡からは口縁部を欠損するが、本類と器形の類似するも

の（Ｅ－ 269）が出土している。他には仙台市茂ケ崎横穴墓群（仙台市 1995）の 20 号墳出土のものにも類似す

るものがみられる。

　脚付短頸壺は、郡山遺跡ではみられないが、器形が類似する壺の上半部（Ⅱ期官衙ＳＩ 390・Ｅ－ 212）が出

土している。しかし、口頸部に沈線はなく、把手が付き大型である点などに相違がみられる。他の遺跡をみると、

清水遺跡（丹羽 1981）の第 10 号溝跡から出土している壺は、口縁部と脚の裾部を欠損し、若干肩部に丸みを有

するが器形は非常に酷似するものである。第Ⅴ群土器に分類しており、共伴する土師器の特徴から栗囲式の新しい

ものとし、７世紀後葉を中心とした時期のものとしている。脚付短頸壺については器形等の特徴から田辺編年Ⅲ期

ＴＫ 217 型式（田辺 1966）に近いものとみられ、清水遺跡第Ⅴ群土器と同様に７世紀後葉のものと考えられる。

　高坏は、坏部と脚の裾部を欠損しており、全体の器形は不明であるが、郡山遺跡高坏Ⅰ１類（ＳＸ 2093・Ｅ－

483）に近いものとみられる。

　脚付盤は、郡山遺跡Ⅰ期官衙のＳＸ 2093（Ｅ－ 477）から出土しているが、体部の器形に違いがみられる。他

の遺跡をみると、郡山市清水台遺跡の第５次Ａ地点のＳＫ 503 土坑（東北 2005）から出土しており、７世紀後葉

の時期のものとしている。東京都町田市の多摩ニュータウン№ 342 遺跡１号窯（酒井・伊藤 1995）から出土し

ている高盤類は、体部から直線的に外傾する口縁部を有するもので、７世紀第３四半期から第４四半期の境の時期

が考えられている。陶邑ＴＧ 70窯からも類似するものが出土しており、中村編年Ⅲ型式・第２段階（中村 1995）

で７世紀後半代に位置付けている。脚付盤については口唇部が平坦で分厚く作られるなど体部形状に若干の違いは

みられるが、全体的な器形は近似するものである。
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　また、滋賀県大津市の山ノ神２・３号窯及び灰原出土の須恵器（中村・藤原 1996）には、本遺跡出土の須恵器

と類似するものが多くみられる。７世紀前葉～後葉としている山ノ神窯跡出土の須恵器組成の中でも、特に脚付盤、

宝珠ツマミ付きの蓋、平瓶は特徴が酷似している。以上のことから本類土器は、共伴土器などの時期も考慮すると

概ね７世紀後半代の中で収まるものと考えられる。

　フラスコ形長頸瓶は、Ⅱ期官衙の東区１号掘立柱建物跡に切られている第２号住居跡から出土（Ｅ－ 79－ 28）

しており、本類の頸部にある２条の沈線を除けばほぼ類似する。フラスコ形長頸瓶は墳墓からの出土量が多いよう

で、善応寺横穴墓群（20・23号墓）や茂ケ崎横穴墓群（１・20号墓）などでみられる。特に善応寺横穴墓群（仙

台市 1995）のものは頸部に２条の沈線を有し、器形なども本類に近いもので、７世紀後半のものとしている。一方、

茂ケ崎横穴墓群は土師器坏や平瓶などから郡山遺跡Ⅰ・Ⅱ期官衙の遺物と共通性が認められるとし、同官衙に関係

する集団の墓地の一つと考えられている。

（４）出土土器の共伴関係について

　前項で分類された各種土器の出土状況をみてみると、比較的まとまり共伴関係がある程度捉えられるものがある

（第 42図）。ＳＤ１溝跡の南北方向の南側（Ａグループ）と、東西方向の西側（Ｂグループ）の堆積土中２箇所で

土器のまとまりをみることができる。溝跡は自然堆積の状況を示しており５層に大別され、そのうちの２層が水成

堆積の様相を示している。土器類はこの２層の中～下位にかけて出土しており、溝跡が半分ほど埋まり、水が溜まっ

ている状態の時に廃棄されたものとみられる。Ａグループでは、土師器甕ⅡＡ・ⅡＣ類、小型甕ⅡＡ類、須恵器平

瓶・脚付盤・フラスコ形長頸瓶がまとまり、Ｂグループは僅かであるが土師器甕ⅡＡ類と須恵器高坏がまとまりを

みせる。しかし、どちらのグループにも土師器の坏や高坏などはみられず、一般的な住居跡内における一括資料と

は違う土器組成である。また、Ａグループは、須恵器平瓶やフラスコ形長頸瓶などの組成から祭祀的なものが推察

される。

２．検出遺構について
　今回の調査で検出された遺構は、溝跡７条・土坑３基・井戸跡２基・性格不明遺構４基である。これらの遺構の

重複関係（第Ⅵ章参照）をみると、ＳＤ１溝跡が最も古い時期のものである。ここでは、郡山Ⅰ期官衙との関連が

考えられるＳＤ１溝跡について検討していきたい。

　Ⅰ期官衙は、東に 30 ～ 40°（西に 50 ～ 60°）振れた方向を基準に造られており、東西約 300 ｍ、南北 600

ｍ以上の広がりを有する。７世紀中頃～末葉にかけての時期のもので、陸奥国北部の評制成立以前の「柵」として

設置されたと考えられている。Ⅰ期官衙の西辺は、ＳＤ 1394 溝跡（第 99次調査）とＳＤ 1492 溝跡（第 103 次

調査）を結んだラインが想定されており、今回検出されたＳＤ１溝跡は西辺ラインの官衙の外側に位置（第 43図）

している。Ｌ字型に検出された南北方向（東に 35°振れた方向）は、官衙西辺ラインと約 75ｍの間隔でほぼ平行

して北側に延びるように走る。また、南側で直交する東西方向は東側に延びるように走り、西辺推定ラインと交差

するとみられる箇所は、Ⅰ期官衙の南西コーナーから北に約 230 ｍの位置である。

　ＳＤ１溝跡の上幅は2.4～4.3ｍ、深さ59㎝で、横断面は逆台形を呈する。西辺ラインのＳＤ1394溝跡をみると、

上幅 1.85 ～ 3.78 ｍ、深さ 90㎝で、逆台形を呈するなどほぼ同様の規模・形状である。また、西辺ラインのＳＤ

1394・1492 は出土遺物からⅠ期官衙の後半代としている。なお、ＳＤ１溝跡の内側（官衙側）にあたる１・２・

３トレンチの調査では、後世の削平が激しく官衙に関連するような他の遺構は検出されていない。

　ＳＤ１溝跡の底面から出土した土器類はなく、堆積土中位の水成堆積を示す２層から少しまとまって出土してい

る。これらの土器類は、溝がある程度埋没した段階に入り込んだもので、内訳をみると土師器は、外面調整がハケ

メ主体の甕ⅡＡ類が３点、ミガキ主体の甕ⅡＣ類が１点、小型甕ⅡＡ類が１点である。須恵器は平瓶・フラスコ形
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長頸瓶・脚付盤・高坏の脚部などが１点ずつ出土している。土師器は特徴などから、古墳時代後半の特徴を示す栗

囲式に含まれるもので、７世紀後葉～８世紀初頭のものと考えられ、共伴する須恵器類もその中に納まるものと考

える。以上のことから土器の出土層と溝の埋没時間差を考慮すると、ＳＤ１溝跡は７世紀中葉～後葉のものとみら

れ、Ⅰ期官衙の時期には存在していたもので、官衙に直接的に関連するもの、または周辺の地割りに伴う溝である

ことが考えられる。

第Ⅸ章　調査成果のまとめ

　今回の調査は、仙台市あすと長町土地区画整理事業に伴い、事業地内に計画されている都市計画道路と区画道路

部分の確認調査及び本調査を行った。調査対象地内での遺構の広がりや内容を確認するために、９箇所のトレンチ

を設定し調査を行った。このうちの５トレンチの調査で検出された大溝（ＳＤ１）は、郡山遺跡Ⅰ期官衙に関連す

るものと考えられたため、溝の延長部分を拡張し本調査に切り替えて調査を行った。

　以下、それぞれの調査成果についてまとめる。

＜確認調査＞

１．遺構は古代面であるⅡ層上面での検出が多く、２トレンチで溝跡１条（ＳＤ２）・土坑２基（ＳＫ１・２）、５

トレンチで溝跡２条（ＳＤ１・２）・性格不明遺構１基（ＳＸ３）が検出された。これらの遺構は、中世以降

の遺物が出土していないことから、Ⅰ期官衙～古代にかけてのものとみられる。

２．古代面以下の下層調査は、２・６・７・９トレンチで行った。２トレンチではⅤ層上面で溝跡１条（ＳＤ７）、

９トレンチではⅢ層上面で土坑１基（ＳＫ３）を検出、Ⅳ層上面で炭化物の広がりを確認した。また、９トレ

ンチのⅤｂ層では、縄文時代晩期の大洞Ａ式土器が３個体まとまって出土した。そのため、遺物の広がりと遺

構の確認をするため、南側を拡張し調査を行った。遺構は検出されなかったが、Ⅲ層で弥生時代中期の桝形囲

式土器が出土した。ＳＤ７溝跡は、遺物は出土しなかったが検出層位から、縄文時代晩期以降～弥生時代にか

けてのものとみられる。また、ＳＫ３土坑も遺物は出土しなかったが、検出層位から弥生時代以降のものとみ

られる。

＜本調査＞

１．遺構はⅡ層上面で、溝跡６条（ＳＤ１～６）・井戸跡２基（ＳＥ１・２）・性格不明遺構２基（ＳＸ１・２）が

検出された。このうち重複関係で、ＳＤ１溝跡を切るＳＤ２・３・５溝跡、ＳＥ２井戸跡、ＳＸ１・２性格不

明遺構は、中世以降の遺物が出土していないことからⅠ期官衙以降の古代のものとみられる。また、ＳＤ４・

６溝跡も重複関係及び出土遺物から古代のものと考えられる。

２．ＳＤ１溝跡は平面形がＬ字形を呈し、南北方向（東に 35°振れた方向）はⅠ期官衙の西辺推定ラインと約 75

ｍの間隔でほぼ平行関係にあり、さらに北側に延びている。南側で直交する東西方向は東に延び、西辺推定ラ

インと交差する可能性もある。時期は出土遺物や堆積状況などから７世紀中葉～後葉のものとみられ、Ⅰ期官

衙が機能していた時期に相当するものである。以上のことから、官衙に直接的に関連する溝跡、または官衙周

辺の地割りに伴う溝跡の可能性が考えられる。

３．今後、ＳＤ１溝跡の東西方向の東側とⅠ期官衙西辺推定ラインとの間の調査がされるようなことがあれば、こ

の溝の性格も明らかになるものと考える。
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調査区全景（南西から）

調査区全景（南から）

写真図版　１
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調査区遺構検出状況（南西から）

　　調査区遺構検出状況（西から）

写真図版　２
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１トレンチ完掘（南から） １トレンチ東壁断面（西から）

２トレンチ完掘（西から） ２トレンチ北壁断面（南から）

２トレンチ SD ２完掘（西から） ２トレンチ SK １完掘（南から）

２トレンチ SK ２完掘（西から） ２トレンチ SD ７完掘（南から）

写真図版　３
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３トレンチ完掘（南から） ３トレンチ東壁断面（西から）

４トレンチ完掘（東から） ４トレンチ東壁断面（西から）

５トレンチ SD １検出状況（南から） ６トレンチ完掘（南から）

６トレンチ 東壁断面（西から） ７トレンチ完掘（西から）

写真図版　４
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７トレンチ東壁断面（西から） ８トレンチ完掘（南から）

８トレンチ東壁断面（西から） ９トレンチ完掘（南から）

９トレンチⅢ層上面検出状況（南東から） ９トレンチ北壁断面（南から）

９トレンチ 縄文土器（A-2）出土状況（南から） ９トレンチ SK ３完掘（西から）

写真図版　５
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９トレンチ SK ３断面（南から） SD １ 南北方向検出状況（南から）

SD １ 東西方向検出状況（西から） SD １ A-A' 断面（南から）

SD １ B-B' 断面（南から） SD １ C-C' 断面（南から）

SD １ E-E' 断面（東から） SD １ 遺物出土状況（西から）

写真図版　６
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SD １ 須恵器（E-24）出土状況（南から） SD １ 土師器（C-20）出土状況（南から）

SD １ 遺物出土状況（南西から） SD １ 土師器（C-24）出土状況（東から）

SD ２ 北側部分完掘（西から） SD ２ 南側部分（左）・SD ３（上）完掘（西から）

SD ２ C-C' 断面（北から） SD ３ 完掘（北西から）

写真図版　７
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SD ３ A-A' 断面（西から） SD ４ A-A' 断面（南から）

SD ５ 完掘（西から） SD ５ 完掘（南から）

SD ５ A-A' 断面（西から） SD ５ B-B' 断面（西から）

SD ６ 完掘（西から） SD ６ 完掘（東から）

写真図版　８
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SD ６ C-C' 断面（西から） SD ６ P １断面（東から）

SE １ 完掘（南から） SE １ 断面（南から）

SE ２ 完掘（西から） SE ２ 断面（西から）

SX １ 断面（東から） SX ２（手前） 断面（東から）

写真図版　９
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1･2:1 トレンチ　3:2 トレンチ　4:3 トレンチ　5 ～ 8:4 トレンチ　9･10:6 トレンチ　11･12:8 トレンチ　13 ～ 16:9 トレンチ

写真図版　10
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1:9 トレンチ　2 ～ 12:SD1

写真図版　11
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1 ～ 8:SD1

写真図版　12
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1 ～ 11:SD1

写真図版　13
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1 ～ 9:SD1

写真図版　14
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1 ～ 13:SD1

写真図版　15
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1 ～ 11:SD1　12:SD2　13･14:SD5　15･16:SD6

写真図版　16
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所収遺跡名 種別 主な時代 特　記　事　項

Ⅰ期官衙関連溝跡

報　告　書　抄　録
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官衙関連遺跡
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～
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溝跡
井戸跡
土坑
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土製品
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～
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765
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